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種
子
島
は
、
鹿
児
島
本
土
か
ら
南
東
に
約
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
、
面
積
約
四
四
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
南
北
に
細

長
い
島
で
あ
る
。
西
之
表
市
、
中
種
子
町
、
南
種
子
町
の
三
つ
の

自
治
体
で
構
成
さ
れ
る
。

　

種
子
島
の
人
口
は
、
最
盛
期
で
八
万
八
五
四
二
人
（
一
九
六
〇

年
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
、
二
〇
二
六
年
二
月

末
現
在
は
二
万
五
八
七
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
各
市
町
で
さ
ま
ざ

ま
な
移
住
支
援
施
策
を
展
開
し
て
い
る
が
、
Ｕ
タ
ー
ン
人
材
の
支

援
に
特
化
し
た
制
度
と
し
て
「
中
種
子
町
う
み
が
め
奨
学
金
」
な

ら
び
に
「
南
種
子
町
宇
宙
の
ま
ち
奨
学
金
」
が
あ
る
。
両
制
度
は
、

二
町
が
そ
れ
ぞ
れ
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
と
協
定
を
結
び
、
二
〇

二
四
年
度
に
開
始
さ
れ
た
。

　

中
種
子
町
う
み
が
め
奨
学
金
は
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な

ど
に
進
学
し
た
奨
学
生
が
、
卒
業
後
一
〇
年
以
内
に
町
に
戻
り
、

島
内
で
就
職
し
た
際
に
、
奨
学
金
の
元
金
相
当
額
を
一
〇
年
か
け

て
中
種
子
町
が
補
塡
す
る
。
南
種
子
町
宇
宙
の
ま
ち
奨
学
金
は
、

高
校
を
含
め
た
学
校
な
ど
に
進
学
し
た
奨
学
生
が
、
卒
業
後
五
年

以
内
に
町
内
に
居
住
・
就
職
し
た
場
合
に
、
元
金
相
当
額
の
三
分

の
二
を
一
〇
年
か
け
て
南
種
子
町
が
補
塡
し
、
町
内
賛
同
企
業
に

就
職
し
た
場
合
、
残
り
の
三
分
の
一
を
企
業
が
補
塡
す
る
。
な
お
、

両
制
度
と
も
Ｕ
タ
ー
ン
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
利
子
相
当
分
は

町
が
全
額
補
塡
す
る
。

　

ま
た
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
、
奨
学
生
が
地
域
と
つ

な
が
り
を
持
つ
た
め
の
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
併
せ
て
展
開
し
て
い

る
。
種
子
島
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
成
長
し
て
島
に
戻
り
活

躍
す
る
こ
と
を
、
町
と
し
て
大
い
に
期
待
し
て
い
る
の
だ
。
こ
れ

ら
は
近
年
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
制
度
だ
が
、
以
下
で
は
、
制
度
の

開
始
以
前
に
種
子
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
・
孫
タ
ー
ン
し
、
活
躍
さ
れ
て

い
る
南
種
子
町
・
中
種
子
町
で
の
事
例
を
紹
介
す
る
（
現
状
は
二

〇
二
六
年
四
月
の
取
材
時
）。
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■ 
島
外
経
験
を
活
か
し
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
開
業

　

現
在
、
種
子
島
で
体
験
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
カ
ヤ
ッ

ク
な
ど
、
海
の
レ
ジ
ャ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
営
む
「Blue 

Peace

種
子
島
」
代
表
の
山
下
義よ
し

巳み

さ
ん
。
山
下
さ
ん
は
福
岡
出

身
で
、
祖
父
母
が
南
種
子
町
出
身
で
あ
る
。
祖
父
は
現
役
の
頃
、

建
設
業
な
ど
に
従
事
し
、
引
退
後
に
家
業
と
し
て
イ
セ
エ
ビ
や
ト

ビ
ウ
オ
、
カ
ツ
オ
な
ど
の
漁
業
を
行
な
っ
て
い
た
。
山
下
さ
ん
は
、

長
期
休
暇
の
帰
省
の
た
び
に
祖
父
の
漁
船
に
乗
り
、
漁
の
現
場
に

触
れ
る
な
か
で
海
や
自
然
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

山
下
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
の
時
点
で
既
に
「
種
子
島
で
海
に
関

わ
る
仕
事
が
し
た
い
」
と
の
想
い
を
も
っ
て
い
た
も
の
の
、
当
時

（
二
〇
〇
〇
年
ご
ろ
）
の
種
子
島
に
は
、
ほ
と
ん
ど
マ
リ
ン
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
の
事
業
者

が
お
ら
ず
、
漁
師
し

か
選
択
肢
が
な
い
状

況
で
あ
っ
た
。
そ
こ

で
、
ス
キ
ル
や
資
格

を
取
得
す
る
た
め
、

福
岡
の
専
門
学
校
を

卒
業
後
、
石
垣
島
の

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
内

に
あ
る
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
事
業
部
に
就
職
し
た
。

「
三
年
ぐ
ら
い
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
習

得
し
た
も
の
の
、
石
垣
島
が
楽
し
す
ぎ
て
結
局
一
〇
年
ほ
ど
勤
め

ま
し
た
（
笑
）」
と
、
山
下
さ
ん
は
振
り
返
る
。
こ
の
間
に
結
婚

も
し
て
、
一
時
は
石
垣
島
で
の
独
立
も
考
え
た
そ
う
だ
。
転
機
と

な
っ
た
の
は
、
病
床
に
臥
せ
る
義
父
か
ら
、「
原
点
を
も
う
一
度

見
直
し
て
み
て
は
」
と
、
後
押
し
を
受
け
た
こ
と
だ
と
い
う
。
そ

の
後
、
高
校
卒
業
以
来
、
足
が
遠
の
い
て
い
た
、
種
子
島
の
祖
父

母
宅
を
結
婚
報
告
も
か
ね
て
訪
問
。「
一
〇
数
年
ぶ
り
の
訪
問
で

し
た
が
、
祖
父
は
変
わ
ら
ず
漁
を
続
け
て
お
り
、
島
の
風
景
も
変

わ
っ
て
な
か
っ
た
」
と
か
つ
て
抱
い
て
い
た
想
い
を
再
確
認
し
、

二
〇
一
一
年
三
月
に
種
子
島
に
移
住
（
孫
タ
ー
ン
）
し
た
。

■ 

祖
父
と
の
縁
が
つ
な
が
り
を
生
む

　

移
住
当
初
は
、
祖
父
母
の
家
で
同
居
し
た
も
の
の
、
お
互
い
に

生
活
の
リ
ズ
ム
な
ど
が
異
な
る
た
め
、
気
を
遣
う
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。
数
カ
月
後
、
祖
父
か
ら
所
有
す
る
土
地
の
一
部
を
譲
り

受
け
、
家
と
倉
庫
を
新
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
適
切
な
距
離
を
保

て
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
か
、
同
居
し
て
い
た
頃
よ
り
も
祖
父
母

と
は
仲
良
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

移
住
一
年
後
の
二
〇
一
二
年
に
「Blue Peace

種
子
島
」
を

開
業
。
当
初
は
ダ
イ
ビ
ン
グ
一
本
に
絞
っ
て
事
業
を
始
め
た
が
、

「Blue Peace種子島」代表の山下義巳さん。
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石
垣
島
と
比
較
し
て
、
ダ

イ
ビ
ン
グ
需
要
が
乏
し
い

た
め
、
一
年
目
は
ほ
と
ん

ど
売
上
が
立
た
な
か
っ
た

そ
う
だ
。
そ
こ
で
山
下
さ

ん
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
ツ

ア
ー
や
釣
り
体
験
な
ど
提

供
メ
ニ
ュ
ー
の
多
角
化
を

図
っ
た
。
種
子
島
は
、
石

垣
島
よ
り
も
ダ
イ
ビ
ン
グ

に
適
し
た
時
季
が
限
ら
れ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用

意
す
る
こ
と
で
季
節
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
め
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
。
現
在
、
春
休
み
期
間
に
は
、
親
元
を
離
れ
て
島
の

学
校
に
離
島
留
学
す
る
子
ど
も
を
預
け
に
き
た
親
御
さ
ん
が
、
親

子
の
思
い
出
づ
く
り
と
し
て
利
用
す
る
な
ど
の
体
験
需
要
も
高
ま

り
を
み
せ
て
い
る
。

「
祖
父
の
つ
な
が
り
が
な
か
っ
た
ら
、
土
地
や
家
を
確
保
す
る
の

も
大
変
だ
っ
た
と
思
う
。
地
域
の
方
々
も
祖
父
の
孫
と
し
て
、
と

て
も
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
て
く
れ
た
。
地
縁
が
な
い
Ｉ
タ
ー
ン

の
方
よ
り
一
〇
年
分
ぐ
ら
い
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
感

じ
る
」
と
、
山
下
さ
ん
は
振
り
返
る
。
地
域
の
行
事
に
も
す
ぐ
に

声
が
か
か
る
な
ど
、
か
つ
て
暮
ら
し
て
い
た
石
垣
島
と
比
べ
て
も
、

地
域
の
距
離
感
の
近
さ
を
随
所
で
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
が
新
鮮
だ
っ

た
と
い
う
。「
祖
父
の
縁
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
近
所
の
方
か
ら
野

菜
の
お
裾
分
け
を
い
た
だ
い
た
り
す
る
と
、
地
域
の
温
か
さ
を
よ

り
感
じ
ま
す
。
福
岡
や
石
垣
島
の
方
が
便
利
で
す
が
、
私
に
と
っ

て
居
心
地
が
良
い
の
は
種
子
島
で
す
」

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

■ 

特
産
品
を
活
か
し
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
づ
く
り

　

中
種
子
町
で
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
運
営
す
る
「
合
名
会
社

テ
ラ
ダ
」
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
寺
田
健け

ん

夫お

さ
ん
に
、
国
の
「
特
定

有
人
国
境
離
島
地
域

社
会
維
持
推
進
交
付

金
」
を
活
用
し
て
、

二
〇
二
五
年
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
ク
ラ
フ

ト
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ

ョ
ッ
プ Chocolate 

de Eclat

（
シ
ョ
コ
ラ

ド
エ
ー
ク
ラ
）」
の
取

り
組
み
を
中
心
に
話

を
伺
っ
た
。

「合名会社テラダ」オーナーの寺田健夫さん（左）。

カヤックに乗ってマングローブを探検。
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種
子
島
出
身
の
寺
田
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
に
東
京
で
フ
ラ
ン

ス
料
理
の
道
に
進
ん
だ
。
途
中
、
菓
子
も
扱
え
る
よ
う
に
と
、
和

歌
山
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
で
一
年
間
修
業
し
た
こ
と
も
あ

っ
た
と
い
う
。
も
と
も
と
種
子
島
に
帰
る
つ
も
り
は
な
く
、
渡
仏

す
る
準
備
を
し
て
い
た
折
、
実
家
か
ら
ホ
テ
ル
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を

作
っ
た
か
ら
戻
っ
て
こ
い
と
の
声
が
か
か
り
、
一
九
九
八
年
に
半

ば
強
制
的
に
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
降
、
三
〇
年
近

く
、
ホ
テ
ル
や
併
設
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
、
焼
き
肉
店
、
居
酒
屋
の

経
営
に
携
わ
っ
て
き
て
い
る
。

■ 

特
産
品
を
活
用
し
た
新
商
品
を
開
発

　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
事
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
に
つ
い
て
寺
田
さ
ん

は
、「
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ケ
ー
キ
な
ど
の
生
菓
子
を
販
売

し
て
い
て
、
二
〇
一
一
年
頃

に
黒
糖
を
使
っ
た
生
キ
ャ
ラ

メ
ル
を
作
っ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
安
納
芋
の
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
な
ど
地
元
の
素
材
を

活
か
し
た
ス
イ
ー
ツ
を
開
発

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や
が

て
種
子
島
の
特
産
品
を
一
箱

に
詰
め
た
商
品
を
作
ろ
う
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
辿
り
着
い
た
」
と
語
る
。

　

し
か
し
、
従
来
の
レ
ス
ト
ラ
ン
設
備
で
は
、
冷
蔵
設
備
に
限
り

が
あ
っ
た
た
め
、
室
温
が
高
く
な
る
六
〜
九
月
は
チ
ョ
コ
を
製
造

す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
、
二
〇
二
五
年
に
、

既
存
の
焼
き
肉
店
の
店
舗
を
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
用
の
店
舗
と
低
温
を

維
持
で
き
る
工
房
に
改
装
し
た
。
内
装
の
準
備
、
販
売
用
シ
ョ
ー

ケ
ー
ス
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
製
造
機
な
ど
の
整
備
に
特
定
有
人
国

境
離
島
交
付
金
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
、
二
五
年
八
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
島
内
の
建
設
・
工
事
が
混
み
合

い
、
一
二
月
の
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。
事
業
を
展
開
す
る
に
あ
た

り
、
南
種
子
町
と
中
種
子
町
か
ら
合
計
二
人
を
新
た
に
雇
用
し
た
。

　

取
材
時
、
若
者
か
ら
年
配
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
方
が
数
多
く
来

店
し
て
い
た
。
中
種
子
町
内
の
客
の
割
合
が
高
い
が
、
土
日
に
は

西
之
表
市
や
南
種
子
町
か
ら
の
来
店
も
あ
る
と
い
う
。
マ
ン
ゴ
ー
、

た
ん
か
ん
、
黒
糖
な
ど
種
子
島
の
特
産
品
を
素
材
と
す
る
「
ペ
パ

ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
ズ
」
や
、
島
内
の
酒
造
会
社
五
社
と
コ
ラ
ボ
し
た

「
焼
酎
ぼ
ん
ぼ
ん
」
な
ど
が
人
気
商
品
だ
。

　

寺
田
さ
ん
は
現
在
、
町
内
の
農
園
や
酒
造
、
菓
子
製
造
事
業
者

な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
中
種
子
町
特
産
品
協
会
」
の
代
表
も
務
め

て
い
る
。「
種
子
島
に
戻
っ
て
改
め
て
、
多
様
で
面
白
い
食
材
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
県
内
食
材
の
活
用
も
含
め
て
、
今

後
も
新
商
品
を
開
発
し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

地酒の銘柄が刻印された「焼酎ぼんぼん」。
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…
…
…
…
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…
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…
…
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…
…
…
…
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…
…
…
…
…

■ 
母
校
で
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成

　

鹿
児
島
県
立
種
子
島
中
央
高
校
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
木
下
勝

ま
さ
る

さ
ん
は
、
同
校
の
前
身
・
県
立
中
種
子
高
校
（
二
〇
一
〇
年
閉
校
）

の
卒
業
生
で
あ
る
。
高
校
卒
業
後
に
上
京
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

ゲ
ー
ム
の
情
報
誌
な
ど
を
扱
う
出
版
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
以
降
、
約
二
五
年
間
関
連
分
野
の
出
版
・
編
集

の
仕
事
に
携
わ
っ
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
中
種
子
町
で
暮
ら

す
祖
母
が
認
知
症
に
な
っ
た
こ
と
だ
。「
四
人
兄
弟
の
う
ち
自
分

だ
け
独
身
だ
っ
た
の
で
、
身
軽
だ
ろ
う
と
、
島
に
戻
る
こ
と
に
な

っ
た
」
と
い
う
。
二
〇
一
八
年
に
帰
島
し
、
し
ば
ら
く
は
出
版
関

係
の
仕
事
を
ネ
ッ

ト
経
由
で
続
け
な

が
ら
、
実
家
の
農

業
や
介
護
を
手
伝

っ
て
い
た
。

　

二
〇
二
三
年
、

Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）

技
術
の
急
速
な
進

化
に
関
心
が
あ
っ

た
木
下
さ
ん
は
、
中
種
子
町
教
育
委
員
会
と
共
催
で
、
種
子
島
の

歴
史
上
の
人
物
を
生
成
Ａ
Ｉ
で
描
写
す
る
「
Ａ
Ｉ
イ
ラ
ス
ト
展
」

を
開
催
。
同
イ
ベ
ン
ト
を
見
た
当
時
の
種
子
島
中
央
高
校
の
校
長

か
ら
、
同
校
に
新
設
さ
れ
る
「
ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
科
」
で
Ａ
Ｉ
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
教
え
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
た
。

　

ミ
ラ
イ
デ
ザ
イ
ン
科
は
、「
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
社
会

生
活
を
変
革
で
き
る
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
、
次
世
代
を
創
造

す
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
」
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省
の
「
普
通

科
改
革
支
援
事
業
」
を
活
用
し
て
、
二
〇
二
四
年
に
開
設
さ
れ
た
。

独
自
の
授
業
が
週
二
時
間
授
業
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
特

徴
で
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
と
そ
れ
を
活
か
し
て
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
考
え
方
な
ど
を
学
習
す
る
。
例
え
ば
、
人
間
の
体

の
動
き
を
と
ら
え
る
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
を
活
用
し
て
、

地
域
の
伝
統
芸
能
を
デ
ー
タ
化
し
、
仮
想
空
間
上
で
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
踊
ら
せ
る
技
術
な
ど
を
、
木
下
さ
ん
は
生
徒
た
ち
に
教
え
て

い
る
。
木
下
さ
ん
自
身
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
経
験
は
あ
っ
た
が
Ｖ
Ｒ

（
仮
想
現
実
）、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
な
ど
未
経
験
の
機
材
を
扱
う
こ
と

も
多
く
、
生
徒
た
ち
に
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
独
学
で
勉

強
を
重
ね
て
い
る
と
い
う
。

■ 
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
地
域
を
つ
な
ぐ

　

木
下
さ
ん
は
出
前
授
業
や
地
域
学
習
な
ど
の
連
携
に
向
け
た
自

種子島中央高校でコーディネーターを
務める木下勝さん。
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治
体
や
島
内
外
の
企
業
な
ど
と
の
調
整
も
行
な
っ
て
い
る
。「
教

員
の
方
々
は
一
般
科
目
の
指
導
な
ど
多
く
の
業
務
を
担
っ
て
い
る

た
め
、
そ
れ
以
外
の
部
分
で
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
」
と
話
す
。
前
職

の
経
験
を
活
か
し
、
学
校
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
や
種
子
島
中
央
高
校

が
舞
台
と
な
っ
た
ア
ニ
メ
作
品
の
紹
介
、
関
連
商
品
の
展
示
な
ど
、

広
報
活
動
に
も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
二
〇
二
五
年
度
末

で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
任
期
満
了
と
な
っ
た
が
、
取
り
組
み
が

評
価
さ
れ
、
二
六
年
度
か
ら
は
学
校
の
実
習
助
手
を
務
め
る
。

「
島
に
戻
っ
て
き
て
改
め
て
、
有
名
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
以
外
の
場

所
も
巡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
歴
史
を
知
る
こ
と
で
、
島
の
魅
力
の

再
発
見
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
父
を
亡
く
し
た
母
親
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
け
る
の
も
嬉
し
い
」
と
、
木
下
さ
ん
は
Ｕ
タ

ー
ン
の
利
点
を
挙
げ
る
。

　

今
後
の
展
望
に
つ

い
て
「
種
子
島
中
央

高
校
で
デ
ジ
タ
ル
技

術
を
学
ん
だ
生
徒
た

ち
の
な
か
か
ら
、
将

来
、
種
子
島
の
発
展

を
支
え
る
人
材
が
現

れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
、

語
っ
た
。

◆

　

以
上
、
三
人
の
事
例
に
共
通
す
る
の
は
、
島
外
で
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
、
島
に
移
住
し
た
の
ち
に
そ
の
技
術
を
事
業
に
活
か
し
て

い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
際
、
地
域
側
の
受
け
入
れ
や
、
事
業
に
必

要
な
土
地
・
施
設
な
ど
の
提
供
が
ス
ム
ー
ズ
と
い
っ
た
、
取
り
組

み
を
始
め
る
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
が
比
較
的
低
い
の
が
、
地
縁
の
あ

る
Ｕ
タ
ー
ン
・
孫
タ
ー
ン
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
言
え
る
。

　

一
方
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
、
現
在
は
島
外
で
暮
ら
す
島
に
地
縁

の
あ
る
人
た
ち
（
将
来
の
Ｕ
・
孫
タ
ー
ン
候
補
）
に
と
っ
て
も
、
島

で
の
学
び
直
し
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
の
有
無
は
、
自
分
の
キ

ャ
リ
ア
を
考
え
る
上
で
の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
で
、
種
子
島
で
は
地
域
資
源
の
発
掘
に
つ

な
が
る
生
涯
学
習
講
座
「
種
子
島
大
学
」
が
開
講
さ
れ
て
お
り
（
本

誌
二
六
三
号
参
照
）、
二
〇
二
六
年
四
月
に
西
之
表
市
に
種
子
島
初

の
看
護
師
養
成
所
「
鹿
児
島
医
療
技
術
専
門
学
校 

種
子
島
サ
テ

ラ
イ
ト
教
室
」
が
開
校
す
る
な
ど
、
島
内
で
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
体

制
の
充
実
も
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

　

学
習
の
環
境
整
備
が
、
こ
れ
か
ら
島
を
離
れ
る
子
ど
も
た
ち
や

地
域
に
地
縁
の
あ
る
若
い
世
代
を
惹
き
つ
け
、
島
を
舞
台
に
自
己

実
現
を
果
た
し
て
い
こ
う
と
す
る
人
材
の
獲
得
・
育
成
に
つ
な
が

る
こ
と
に
期
待
し
、種
子
島
の
動
向
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

展示されたドローンやVRは生徒も利用可能。


